
















































































































































































1907～191046．5 一 3．2 LO 4．9 55．6 12．4 22．02．6 40．3 5．7 70．6 18．2
1911～191581．5 一 10．7 13．6 11．3117．1 27．2 45．6 L9 75．7 23．7146．9 25．0
1916～1920278．8 一 28．4 46．0 26．6379．8 109．4 136．247．1 381．2 60．7 625．2 102．6
ユ921－1925373．3 16．5 43．2 95．7 54．5583．2 167．0 221．369．7 418．0 95．4 804．4 80．7
1926～1930438．5 16．9 52．9 1ユ4．6 155．1778．0145．4 189．3ユ01．8 343．9 88．9 723．9 102．5











1907～191083．6 0 5．8 L9 8．7 ユ00．0 31．1 3．8 57．0 8．1 100．0
1911～191569．6 0 9．2 ユ1．6 9．7 100．0 31．0 1．3 51．5 16．1 100．0
1916～192073．4 0 7．5 12．1 7．0 100．0 21．8 7．5 60．9 9．7 100．0
1921～192564．0 2．8 7．4 16．4 9．3 100．0 27．5 8．7 52．0 11．9 100．0
1926－193056．4 2．2 6．8 14．7 19．9 100．0 26．2 ユ4ユ 47．5 12．3 100．0


















大　豆 大豆粕 粟高りゃん 生　糸 石　炭 銑鉄鉄金岡
！907～191059．8i50．8＞
12．8．
i53．2）
一（0．8） 　7．3
i一）
1．8
i0，8）
??
1911～191544．3i16．5）
　5．1
i60．1）
6．0
i2．2）
8．0
i1．1）
11．6
i3，3）
??
1916～192043．2i20．3）
　5．7
i52．9）
3．7
i1．0）
4．2
i1．2）
12．1
i3．1）
一（6．6）
1921～192535．3i21．0）
　6．0
i42．3）
13．1
i1。0）
2．4
i0．1）
16．4
i14．5）
1．6
i2．8）
1926～193035．3i23．1）
　3．2
i31．3）
9．5
i1．9）
1．9
i0．2）
14．7
i22．4）
1．9
i5．1）
！931～193641．3i9．3）
　3．0
i16．1）
4．1
i7．8）
0．9
i0．4）
18．1
i5．2）
0．8
i3．3）
注1．　（）内は『大日本外国貿易年報』記載の対日貿易数値．
注2．1907～10年は4ヶ年平均．1921～25年は23～25年の3ヶ年平均、
　　　1931－36年は6ヶ年平均，
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外輸出中の割合なみに急増していた。つまり，対日輸出においては，米穀増産を支える肥
料としての大豆粕と国内鉄鋼業を支えるための銑鉄輸出の割合がとりわけ高く，関東州，
附属地は，全体として「大豆経済」を支える輸出基地としての役割を果たしながら，日本
本国との関係では，とりわけ食糧自給圏を成立させるための肥料供給基地，重工業を自立
させるための原料供給基地として機能していたのである。大豆，生糸，雑穀，獣皮・獣毛
といった品目は国際商品としての性格が強く，より広範に海外に取引されていたというこ
ともできよう。
　一方，輸入は1920年代後半に後退するが，30年代前半に再び増加している。周知の日貨
排斥運動の影響と思われる。輸入額は20年目後半を除いていずれも輸出額を上まわってい
た。大連港の輸入品の中には鉄道輸送を経由せずにジャンク貿易によって一口，安東，関
内へと再輸出されるものもあったがTこの点での輸入貿易の重要性はさほど大きくなかっ
たように思われる　〔注（3＞参照〕。満鉄の貨物輸送については，従来から，石炭，大豆，大豆
粕を中心とした特産品の大連に向けての南行量が，綿布を中心とした輸入品の北行量に数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6｝倍するとの不均衡が指摘され，鉄道輸送の輸出貿易への著しい偏りが指摘されてきた。今
回の推計結果には，関東州，附属地が，単に持産品の輸送基地としてのみならず，関東州・
附属地向け，中国市場向けの商品が輸入される窓ロとしても，重要な役割を果たしていた
ことが，示されている。
　輸入品は農産物，鉱産物，繊維織物，工業品と多岐にわたっていたが，繊維織物の輸入
が最大の位置を占めていた（第4表）。輸入商品中の繊維織物の構成比率は，次第に低落
傾向にあったとはいえ，領有期から30年代前半まで6～4割と，常に圧倒的であった。
　農産物は煙草，小麦粉，砂糖といった品目を中心に輸入の2～3割を占め，鉱産物は鉱，
鉱石を中心に1910年代以降に急増した。これらの品目の輸入動向からは，関東州，附属地
が食糧，工業原料の消費地として，次第に大規模化していたことを窺うことができる。
　工業製品は，極めて多岐にわたっていた。ここではさしあたり工業製品の輸入高は，総
額としても，繊維織物の輸入高にはるかに及ばなかったこと，輸入高中の構成割合は増加
傾向にあり，特に1920年代に入ってからは鉄鋼などの重化学工業製品が比重を高めていた
ことを指摘するにとどめたい。
本稿の主たる目的は，鉄道統計の資料操作の内容を明らかにし，批判をあおぎながら，
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今後の改善に役立てることにあった。個別の品目については換算手続きに改善の余地があ
り，また「鉄道統計」が本来持っていた捕捉範囲についての制約も，ここでは補正されて
いない。今後の作業に委ねたい。
作業結果を当該地域の経済分析にどのように活かしていくかは，今後の課題であるが，
さしあたり松本俊郎〔1987a〕を参照されたい。
注
（1）集計作業の電算処理にあたっては，一橋大学経済研究所附属日本経済統計文献セン
　ターの野島教之氏からご援助を得た。また統計資料の加工方法については，同研究所
　溝口敏行氏からご教示を受けた。記して感謝いたします。
（2）松本俊郎〔1987a〕。
（3）1922－26年の大連からの外国品移出額は中国品移出額の1割以下にとどまり，「移
　出品は其大部分が満洲生産品にして外国品の再輸出は甚だ僅かの数量」（大連商工会
　議所『大連港と沿岸貿易』，1927年，39ページ）といわれていた。従って関東州の輸入
　品の再輸出はそれほど大きくはなかったものと思われる。
（4）南満洲鉄道〔1939〕，1210ページ。
（5＞満州特産品が主として大連港を経由して日本へ輸出されるという実態については，
　　「満州国」の成立によっても大きな変化はなかったものと思われる。従って『大日本
　外国貿易年報』に表われたドラマティクな変化は，通関手続き上の形式的なそれであ
　る可能性が強い。
（6）金子文夫〔1980〕。こうした評価の違いが本稿で採用した推計方法上の問題から生ま
　れている可能性も否定できないが，他に考えられる要因としては，南行商品である大
　豆類と北行商品である綿布類とが，商品形態，トン当単価，トン当量といった点で著
　しく違っていたことが挙げられよう。
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